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1
�
は
じ
め
に

生
命
保
険
契
約
に
は
、
保
険

者
（
�
保
険
会
社
）
以
外
に
、

契
約
者
、
保
険
料
負
担
者
、
被

保
険
者
、
保
険
金
受
取
人
の
4

者
が
登
場
し
、
被
保
険
者
以
外

は
変
更
可
能
で
あ
る
。

そ
の
内
、
契
約
者
に
つ
い
て

は
、保
険
約
款
上
、被
保
険
者
お

よ
び
保
険
者
の
同
意
を
前
提
に

変
更
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
経
理
処
理
に
つ
い
て
は

概
ね
確
定
し
た
考
え
方
が
あ
る

が
、
法
人
か
ら
個
人
に
契
約
者

を
変
更
し
た
後
に
、
個
人
が
保

険
金
や
解
約
返
戻
金
を
受
け
取

っ
た
場
合
の
一
時
所
得
の
計
算

に
つ
い
て
、
支
出
金
額
の
考
え

方
を
変
更
し
た
と
思
わ
れ
る
裁

決
事
例
が
出
た
の
で
検
討
し
て

み
た
い
。

2
�
法
人
か
ら
個
人
に
契
約
者
を
変
更
し
た
場
合

⑴
従
来
、
一
時
所
得
の
金
額
の

計
算
上
、
保
険
金
額
や
解
約
返

戻
金
の
額
を
収
入
金
額
と
し
、

控
除
さ
れ
る
支
出
金
額
は
、
法

令
・
通
達
の
文
言
か
ら
、
契
約

者
を
変
更
す
る
前
の
保
険
料
も

含
め
て
保
険
料
総
額
が
支
出
金

額
と
さ
れ
て
き
た
（
同
趣
旨
平

成
13
年
12
月
12
日
裁
決
、
裁
決

事
例
集
№
62
）。

平
成
13
年
12
月
12
日
裁
決
（
裁

決
事
例
集
№
62
）

3
�
判
断

（
前
略
）

イ
）
そ
こ
で
、
ま
ず
、
本

件
保
険
料
が
本
件
解
約
返

戻
金
に
係
る
一
時
所
得
の

金
額
の
計
算
上
、
所
得
税

法
施
行
令
第
1
8
3
条
第

2
項
第
2
号
に
規
定
す
る

保
険
料
総
額
に
含
ま
れ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

Ａ

一
般
に
、
使
用
者

が
契
約
者
と
し
て
保
険
料

を
払
い
込
ん
だ
生
命
保
険

契
約
等
に
つ
い
て
、
そ
の

生
命
保
険
契
約
等
の
契
約

者
又
は
保
険
金
受
取
人
の

名
義
を
使
用
人
等
に
変
更

す
る
こ
と
は
、
使
用
者
が

使
用
人
等
に
対
し
、
そ
の

保
険
契
約
上
の
契
約
者
又

は
保
険
金
受
取
人
た
る
地

位
、
す
な
わ
ち
そ
の
権
利

を
付
与
す
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
ず
、
こ
の
権
利
は
使

用
者
が
保
険
会
社
に
対
し

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
権
利

の
付
与
は
、
保
険
料
の
額

を
使
用
者
か
ら
使
用
人
等

が
引
き
継
い
だ
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

Ｂ

そ
う
す
る
と
、
使

用
人
等
が
使
用
者
か
ら
保

険
契
約
上
の
権
利
を
取
得

し
た
場
合
に
は
、
生
命
保

険
契
約
等
に
基
づ
く
一
時

金
の
支
払
を
受
け
る
者
以

外
の
者
が
支
払
っ
た
保
険

料
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税

法
施
行
令
第
1
8
3
条
第

2
項
第
2
号
に
規
定
す
る

保
険
料
総
額
に
含
ま
れ
る

も
の
と
解
さ
れ
る
。
所
得

税
基
本
通
達
34－

4
《
生

命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く

一
時
金
又
は
損
害
保
険
契

約
等
に
基
づ
く
満
期
返
戻

金
等
に
係
る
所
得
金
額
の

計
算
上
控
除
す
る
保
険
料

等
》
の
定
め
は
、
こ
の
趣

旨
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
逆
ハ
ー

フ
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
（
契
約

者
：
法
人

被
保
険
者
：
役
員

ま
た
は
使
用
人

死
亡
保
険
金

受
取
人
：
法
人

満
期
保
険
金

受
取
人
：
役
員
ま
た
は
使
用

人
、
と
す
る
養
老
保
険
で
、
法

人
税
基
本
通
達
9－

3－

4
に

規
定
さ
れ
て
い
な
い
契
約
形

態
）
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
に

先
立
ち
、
平
成
23
年
6
月
に
所

得
税
法
施
行
令
第
1
8
3
条
4

項
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

⑵
そ
し
て
、
平
成
24
年
1
月
13

日
お
よ
び
平
成
24
年
1
月
16
日

の
最
高
裁
判
所
の
判
決
は
「
所

得
税
法
34
条
2
項
に
い
う
「
そ

の
収
入
を
得
る
た
め
に
支
出
し

た
金
額
」
に
該
当
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
が
当
該
収
入
を
得
た

個
人
に
お
い
て
自
ら
負
担
し
て

支
出
し
た
も
の
と
い
え
る
場
合

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
、「
収
入
を
得
る
主
体
と
支

出
を
す
る
主
体
が
同
一
で
あ
る

こ
と
を
前
提
」と
し
た
。そ
の
上

で
、
会
社
が
負
担
し
た
保
険
料

の
一
部
（
保
険
料
経
理
部
分
）

は
、
個
人
が
「
そ
の
収
入
を
得

る
た
め
に
支
出
し
た
金
額
」
に

該
当
し
な
い
、
と
判
示
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
以
下
の
通
達

改
正
が
行
わ
れ
た
。

所
得
税
基
本
通
達
34－

4

（
平
成
24
年
2
月
10
日
改

正
後
）

令
第
1
8
3
条
第
2
項

第
2
号
又
は
第
1
8
4
条

第
2
項
第
2
号
に
規
定
す

る
保
険
料
又
は
掛
金
の
総

額
（
令
第
1
4
3
条
第
4

項
又
は
第
1
8
4
条
第
3

項
の
規
定
の
適
用
後
の
も

の
。）
に
は
、
以
下
の
保

険
料
又
は
掛
金
の
額
が
含

ま
れ
る
。

⑴
そ
の
一
時
金
又
は
満
期

返
戻
金
等
の
支
払
を
受
け

る
者
が
自
ら
支
出
し
た
保

険
料
又
は
掛
金

⑵
当
該
支
払
を
受
け
る
者

以
外
の
者
が
支
出
し
た
保

険
料
又
は
掛
金
で
あ
っ

て
、
当
該
支
払
を
受
け
る

者
が
自
ら
負
担
し
て
支
出

し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る

も
の

⑶
右
記
最
高
裁
判
決
は
、
契
約

者
変
更
に
よ
る
事
例
で
な
か
っ

た
た
め
、
法
人
か
ら
個
人
に
契

約
者
を
変
更
し
た
後
に
、
個
人

が
保
険
金
や
解
約
返
戻
金
を
受

け
取
っ
た
場
合
に
控
除
で
き
る

支
出
金
額
は
ど
う
な
る
の
か
、

従
来
ど
お
り
、
法
人
が
負
担
し

た
保
険
料
も
含
め
て
支
出
金
額

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
26
年

か
ら
平
成
27
年
に
か
け
て
、
契

約
者
を
法
人
か
ら
個
人
に
変
更

し
た
場
合
の
複
数
の
裁
決
事
例

が
公
表
さ
れ
た
の
で
、
行
政
文

書
の
開
示
請
求
を
し
て
、
そ
の

内
容
を
検
討
し
て
み
た
。

3
�
平
成
27
年
4
月
21
日
裁
決（
裁
決
事
例
集
№
99
）

⑴
事
案
の
概
要

本
件
は
、
複
数
の
法
人
の
代

表
取
締
役
で
あ
る
審
査
請
求
人

（
以
下
「
請
求
人
」
と
い
う
。）

が
、
当
該
各
法
人
か
ら
契
約
上

の
地
位
を
譲
り
受
け
た
各
生
命

保
険
契
約
を
解
約
し
た
こ
と
に

よ
り
受
領
し
た
解
約
払
戻
金
に

係
る
所
得
に
つ
い
て
申
告
せ

ず
、
他
の
所
得
の
み
を
申
告
し

た
と
こ
ろ
、原
処
分
庁
が
、当
該

解
約
払
戻
金
に
係
る
一
時
所
得

の
金
額
が
生
じ
る
と
し
て
、
所

得
税
の
更
正
処
分
等
を
行
っ
た

の
に
対
し
、
請
求
人
が
、
当
該

各
法
人
が
支
払
っ
た
保
険
料
を

含
む
当
該
各
生
命
保
険
契
約
に

係
る
保
険
料
の
総
額
を
一
時
所

得
の
金
額
の
計
算
上
控
除
す
べ

き
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
当
該

解
約
払
戻
金
に
係
る
一
時
所
得

の
金
額
は
生
じ
な
い
と
し
て
、

当
該
更
正
処
分
等
の
全
部
の
取

消
し
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

⑵
争
点

本
件
解
約
払
戻
金
に
係
る
一

時
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
本

件
法
人
支
払
保
険
料
の
額
を
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否

か
。

⑶
判
断

イ

法
令
解
釈

（
前
略
）一
時
所
得
に
つ
い
て

そ
の
所
得
金
額
の
計
算
方
法
を

定
め
た
同
法
第
34
条
第
2
項
も

ま
た
、
一
時
所
得
に
係
る
収
入

を
得
た
個
人
の
担
税
力
に
応
じ

た
課
税
を
図
る
趣
旨
の
も
の
で

あ
り
、同
項
が「
そ
の
収
入
を
得

る
た
め
に
支
出
し
た
金
額
」
を

一
時
所
得
の
金
額
の
計
算
上
控

除
す
る
と
し
た
の
は
、
一
時
所

得
に
係
る
収
入
の
う
ち
こ
の
よ

う
な
支
出
額
に
相
当
す
る
部
分

が
上
記
個
人
の
担
税
力
を
増
加

さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

考
慮
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
か

ら
、
こ
こ
に
い
う
「
支
出
し
た

金
額
」
と
は
、
一
時
所
得
に
係

る
収
入
を
得
た
個
人
が
自
ら
負

担
し
て
支
出
し
た
も
の
と
い
え

る
金
額
を
い
う
と
解
す
る
の
が

上
記
の
趣
旨
に
か
な
う
も
の
で

あ
る
。ま
た
、同
項
の「
そ
の
収

入
を
得
る
た
め
に
支
出
し
た
金

額
」と
い
う
文
言
も
、収
入
を
得

る
主
体
と
支
出
を
す
る
主
体
が

同
一
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
時
所
得
に

係
る
支
出
が
所
得
税
法
第
34
条

第
2
項
に
い
う
「
そ
の
収
入
を

得
る
た
め
に
支
出
し
た
金
額
」

に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

が
当
該
収
入
を
得
た
個
人
に
お

い
て
自
ら
負
担
し
て
支
出
し
た

も
の
と
い
え
る
場
合
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。

な
お
、
所
得
税
法
施
行
令

（
注
：
平
成
23
年
6
月
改
正
前

施
行
令
）
第
1
8
3
条
第
2
項

第
2
号
に
つ
い
て
も
、
以
上
の

理
解
と
整
合
的
に
解
釈
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
同
号
が
一

時
所
得
の
金
額
の
計
算
に
お
い

て
支
出
し
た
金
額
に
算
入
す
る

と
定
め
る
「
保
険
料
…
の
総

額
」
と
は
、
保
険
金
の
支
払
を

受
け
た
者
が
自
ら
負
担
し
て
支

出
し
た
も
の
と
い
え
る
金
額
を

い
う
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

同
号
が
、
こ
の
よ
う
に
い
え
な

い
保
険
料
ま
で
上
記
金
額
に
算

入
し
得
る
旨
を
定
め
た
も
の
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
所
得

税
基
本
通
達
34－

4
（
注
：
平

成
24
年
改
正
前
通
達
）
も
、
以

上
の
解
釈
を
妨
げ
る
も
の
で
は

な
い
。﹇
以
上
に
つ
き
、最
高
裁

平
成
24
年
1
月
13
日
第
二
小
法

廷
判
決
・
民
集
66
巻
1
号
1
頁
﹈

ロ

当
て
は
め

本
件
法
人
支
払
保
険
料
は
、

本
件
各
保
険
契
約
に
係
る
契
約

者
で
あ
る
本
件
各
社
が
、
そ
の

名
義
に
よ
り
本
件
保
険
会
社
に

対
し
て
支
払
っ
た
保
険
料
で
あ

り
、
本
件
各
社
に
お
い
て
は
、

そ
の
支
払
保
険
料
の
全
額
が
保

険
料
と
し
て
損
金
処
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
か

ら
、
請
求
人
が
本
件
解
約
払
戻

金
を
得
る
た
め
に
自
ら
負
担
し

て
支
出
し
た
も
の
と
は
い
え

ず
、
本
件
解
約
払
戻
金
に
係
る

一
時
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、

こ
れ
を
控
除
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

ハ

本
件
更
正
処
分
に
つ
い
て

（
前
略
）
①
本
件
譲
受
対
価
の

額
及
び
本
件
請
求
人
支
払
保
険

料
の
額
の
合
計
額
を
所
得
税
法

第
34
条
第
2
項
に
規
定
す
る

「
そ
の
収
入
を
得
る
た
め
に
支

出
し
た
金
額
」
と
し
て
控
除
す

べ
き
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の

で
、（
中
略
）
本
件
更
正
処
分

は
適
法
で
あ
る
。

4
�
評
価

こ
の
裁
決
事
例
を
踏
ま
え
る

と
、
生
命
保
険
契
約
を
法
人
か

ら
個
人
に
契
約
者
を
変
更
す
る

場
合
で
、
そ
の
後
一
時
金
を
受

け
取
っ
た
と
き
に
控
除
で
き
る

個
人
の
支
出
金
額
は
、
個
人
が

法
人
に
支
払
っ
た
解
約
返
戻
金

の
額
と
そ
の
後
個
人
で
支
払
っ

た
保
険
料
の
合
計
額
で
決
着
し

た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
平

成
27
年
4
月
か
ら
1
年
間
で
、

同
趣
旨
の
裁
決
要
旨
が
本
件
も

含
め
全
国
で
14
件
も
公
表
さ
れ

て
お
り
、
い
か
に
こ
の
取
扱
に

納
得
い
か
な
い
納
税
者
が
多
か

っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

5
�
お
わ
り
に

右
記
結
論
は
、
法
人
か
ら
個

人
へ
低
い
価
額
で
契
約
者
変
更

が
行
わ
れ
た
に
し
て
も
、
個
人

に
係
る
支
出
金
額
が
、
そ
の
低

い
価
額
で
あ
る
契
約
変
更
時
の

解
約
返
戻
金
の
額
と
、
そ
の
後

個
人
が
支
払
っ
た
保
険
料
の
合

計
額
な
ら
ば
、
結
果
と
し
て
は

妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
法
令
・
通
達
の
条

文
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
、
上
記

裁
決
結
果
が
素
直
に
導
け
な

い
。
租
税
要
件
明
確
主
義
の
観

点
か
ら
は
、
外
部
拘
束
力
が
な

い
に
し
て
も
、
せ
め
て
通
達
を

よ
り
明
確
に
改
正
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

追中 徳久〔日本橋〕

日
本
税
務
会
計
学
会

平
成
28
年
11
月
月
次
研
究
会
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